
大槌ジビエソーシャルプロジェクト
「害獣」を「まちの財産」に。

大槌町地域おこし協力隊（2021年4月着任）
工藤秀佳・菅原孝太
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自己紹介～工藤 秀佳（くどう ひでか）

【出身】・北海道札幌市

・大学では畜産・肉について勉強

【経歴】埼玉で会社員（住宅リフォーム営業）2年

→大槌町地域おこし協力隊（2021年4月～）

【なぜ移住したのか】
・学んだことを生かした仕事をしたいと思い直して

【休みの日は】

山登り・狩猟・釣り・カヌー・スノボ…



自己紹介～菅原 孝太（すがわら こうた）

【経歴】北海道帯広市出身→鹿追町（心の故郷）

→千葉の大学（法学部）へ進学

→大槌町地域おこし協力隊（2021年4月～着任）

【移住したきっかけ】

中学生の時から復興・新しいまちづくりに携わりたいと考えていた

→大学4年次の移住体験ツアーで大槌に来て今のメンバーに出会った



大槌町のジビエ事業について

・大槌町にはシカが多数生息、農業被害も甚大

・R2年5月に岩手県初のジビエ工場が稼働開始

捕獲

革へ加工
ツノを活用

食肉へ
加工



「大槌ジビエソーシャルプロジェクト＝OGSP」
について

企画・調整

県内外の
飲食店・
宿泊事業者

町内外の
ハンドメ
イド作
家・団体

映像作家

デザイナー

マーケティ
ング会社

ツアー
ガイド

食品加工
会社



大槌ジビエソーシャルプロジェクトの活動内容

シカを
肉・角・革
にする

肉・角・革の
利用拡大

ジビエと
大槌の
ファンを
増やす

捕獲 解体
食肉
加工

革
鞣し

飲食店と
のコラボ

大槌ジビエ
ツーリズム

ジビエ
塾

革作家と
のコラボ

イベント
出店

ハンター
育成

ジビエ
利活用の
仲間を
増やす



ジャパンSDGｓアワードを受賞

2021年12月ジャパンSDGsアワード特別賞受賞

評価ポイント

普遍性
官民協働
→小規模自治体のロールモデル

包摂性 多様な関係者・世代

参画性 地域内外の広範な関係者と協働

統合性
経済・社会・環境問題
→複数事業に統合により価値へ

透明性
説明責
任

HPやSNSを活用
メディアとも連携



工藤の活動内容

①ハンター育成プロジェクト

②里ジカ捕獲プロジェクト



工藤の活動内容～①ハンター育成プロジェクト

ハンターの6割が60歳以上 若手ハンター・共感してくれ
るハンターの育成



工藤の活動内容～①ハンター育成プロジェクト

ハンターを志す岩手県内の若手（20~40代）向けの講習会等を企画・運営

狩猟免許相談会（全8回） わな猟初心者講座（8月実施） 銃猟初心者講座（11月実施）



工藤の活動内容～②里ジカ捕獲プロジェクト

目的・銃で捕獲できない農地に出没するシカの捕獲→くくりわな

大槌町
わなの

購入・貸出し

農家
わなの見回り

ハンター
わなの設置・
動物の止め刺し



工藤の活動内容～②里ジカ捕獲プロジェクト

わな見回り講習会 くくりわな設置 ハンターによる捕獲

地域の農家さんと協働で「くくりわなの設置・見回り・捕獲」を試験実施



菅原の活動内容

①ジビエの普及

②SNS活用



菅原の活動内容～ジビエを町内・町外へ浸透

〇PR

高校の職員室前 町民ホール

町内イベント 楽天生命パーク



菅原の活動内容～ジビエを町内・町外へ浸透

〇町外

県内から視察に

積極的に説明に



菅原の活動内容～ジビエを町内・町外へ浸透

〇県内
17地域の行政や民間の方々と関係
→全域からのジビエへの関心の高さ

事業化伴走
↓

広域連携
↓

新産業・いわてジビエ



菅原の活動内容～キャンペーン(RTで応募！)

目的：ジビエサイクルに気軽に参加してもらうため

無縁なまち・プロジェクトから一歩進んでご縁を

ローストベニソン
59RT、37いいね

鹿しゃぶしゃぶ
812RT243いいね

ツーリズム無料ご招待
24RT、33いいね

広く
浅く

狭く
深く



誰でもOGSPに関わってください！

シカを
肉・角・革
にする

肉・角・革の
利用拡大

ジビエと
大槌の
ファンを
増やす

ジビエ
利活用の
仲間を
増やす

角・革製品
を買いた
い！

革で商品を
作りたい！

鹿肉を
食べたい！

イベント情報
が

知りたい！

ツーリズム
に参加した
い！

ハンターに
なりたい！

ジビエ事業
を立ち上げ
る！

ジビエを食べ
られる飲食店
を知りたい！



スマホカメラのご準備を…



facebook Twittter Instagram

まずはSNSのフォローから！


